
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 18,900 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 18,900 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 18,900 0 

総務管理費

目 諸費

補正前額 124,500 

要求額 18,900 

総務部長段階査定額 18,900 

一般会計 【問合せ先】危機対策係 0857-30-8033

【１１次総の施策体系】3101

【事業の経過及び背景】
　平成18年より運用を開始した本市の防災行政無線（同報系）は、Ｊ－ＡＬＥＲＴ情報や
避難情報など、災害時の緊急情報を迅速かつ確実に伝達する重要設備である。
　令和２年度には全市のデジタル化整備が完了し、屋外拡声子局を384基設置しているが、
初期に整備した機器は経年劣化により故障し、安定的な運用ができない恐れがあるため、
計画的な更新整備を行っている。

【事業の目的及び効果】
　防災行政無線が故障停止した場合、市民に対して適切に緊急情報を伝達することができ
ず、市民の避難行動を支援することができなくなるため、機器の故障を未然に防止する必
要がある。また、停電などにより他の通信手段が断絶した場合などにも、市民に情報を伝
達することが可能であるため、設備を健全な状態に保つことが市民の安全安心に直結す
る。

【事業の内容】
　消防庁より、今後サポートが終了する既存のＪ－ＡＬＥＲＴ受信機では、国からの緊急
情報を正常に処理できなくなる旨の通知があったことから、Ｊ－ＡＬＥＲＴ受信機の更新
及び連携機器の適応改修を行うもの。

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 
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